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　スウェーデンの脳損傷者福祉事情視察「5 月 17 日(日)~5 月 24 日(日)」の研修の概要です。

視察・研修・講義・ディスカッション等々の詳細については、12 月 6 日（日）に報告会（於：

日本財団ビル）を開催、及び、年度内に報告書を刊行する予定です。

【視察先】

５・１８（ランチ：サムハル職員が働くレストラン）

○　ＳＱＣにて講義　ＳＱＣのエミル氏

「スウェーデンにおける脳損傷者に対するサポート、リハビリテーション、手法」

○ 脳損傷団体「ヤーンクラフト」ストックホル

　　ム 訪問

　・1988年 立

　・メンバーはストックホルムに 450名。

全国に 3000名

○「＠ホーム」見学　ダンデリード大学病院内

５．１９（ランチ：ダンデリード大学病院内 堂）

○　ダンデリード大学病院

　・事故直後の治療とリハのためのユニット

　・外来患者のためのユニット

○　カロリンスカ・インスティチュート 　　　　　　

　　・カロリンスカにあるデイリハビリ　　　　　　　ヤーンクラフトでは温かい歓ậをうけました

○　サムハル（障害者の職業支援）

５．２０（ランチ： 齢者などのサービス

ハウス）

○　自治体（ナッカ市）訪問

　・自治体からの具体的なサポート・ケア 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

について 　　　　　　　　　　　　　　　　

　・脳損傷者への政策

○　デイケアアクティビティーセンター

　・比 的軽度の方むけの作業所　　　　　 グループホームの一室

　・貸し会議室・工芸品やお土産のショップ 　

○　デイケアセンター 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・比 的重度の方向け

　・音楽、絵画、スヌーズレン、トレーニング

５・２１（ランチ：サービスハウス）

○　グループホーム見学　（５名の入居者） 　　　　

　・男性と女性の入居者に会い、 屋をみせてもらう

　・スタッフ、入居者、視察団でティータイム

○　脳損傷者の家庭訪問

　・パーソナルアシスタントとの生活

○ プログラムのまとめと 疑応答

　・ＳＱＣ　エミル氏　　　　　　　　　　　　　　自宅でパーソナルアシスタントと暮らすマルガリータさん
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